
寒い季節になってきました。節電・省エネという事もあり「湯たんぽ」を愛用する方も増えていると思います。
しかし、毎年この時期に「湯たんぽ」でヤケドをする子どもは、あとを絶ちません。「湯たんぽ」は作用時間が
長いため、低温ヤケドを起こす事がありますが、注意事項を守れば未然に防ぐ事ができます。
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体温より少し高い熱に長時間触れている事により起こるヤケドが低温ヤケドです。高温による
ヤケドは注意しますが、低温ヤケドには油断しがちです。低温ヤケドは、「湯たんぽ」の使い方で
起こる事故のなかでも最も多い事故で、ヤケドも深く、重症になる事も少なくありません。

湯たんぽの温度が思ったより熱くないからと再度加熱を加えたり、メーカーの指示を守らずに
自己判断で加熱時間を増やす事は、取り出し時にヤケドの恐れや本体が破損して中の溶液が噴出
する恐れがあり、とても危険な行為です。注意事項を守り正しく使用しましょう。

１．必ず70度以下のお湯で使用する
２．カバーはできるだけ付属のカバーを使用する
３．手作りのカバーを使用する際は、厚い素材で袋状の物にする
４．直接肌や足には付けず、少し離して足元を暖めるように置いて使用する
５．熟睡してからは使用しない（痛みや熱さに対する反応が鈍くなっています）
６．知覚障害のある人にはできるだけ使用しない

子どもは大人より皮膚が薄く痕に残りやすいだけでなく、皮膚がひきつれ、動かしにくくなる
事があります。「湯たんぽ」などによる低温ヤケドは、深く重症になる事があります。
また、皮膚の深い部分がダメージを受けている場合、痛みを伴わない事があるため痛がっていない
泣いていないから大丈夫という判断は危険ですので注意が必要です。

ヤケドを発見したら下記で示した対処を行い、受診するようにしましょう。


